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八街市児童館・八街市老人福祉センター・八街市南部老人憩いの家

指定管理者募集要項

八街市では、八街市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例（平成１７年

条例第３２号。以下「指定管理条例」という。）及び八街市公の施設に係る指定管理者の指

定の手続等に関する条例施行規則（平成１７年規則第４１号。以下「指定管理規則」とい

う。）の規定に基づき、八街市児童館、八街市老人福祉センター及び八街市南部老人憩いの

家の指定管理者を募集します。

１．施設の概要

（１）八街市児童館

１） 名 称 八街市児童館（以下「児童館」という。）

２） 所 在 地 八街市八街ほ１６３番地３８

３） 施設規模 鉄骨造 地上１階建て ３５２．５０㎡

（敷地面積９０１．０１㎡）

４） 施設内容 遊戯室、集会室、創作活動室、乳幼児室、図書コーナー、事務室、

相談室兼静養室等

５） 駐 車 場 収容台数 一般来客用２台

６） 自転車置場 ・屋根あり部分（６．１ｍ×２．３ｍ） １０台

・屋根なし部分（６．０ｍ×２．３ｍ） １０台

（２）八街市老人福祉センター
１） 名 称 八街市老人福祉センター（以下「老人福祉センター」という。）

２） 所 在 地 八街市八街ほ１５７番地

３） 施設規模 鉄筋コンクリート造 地上１階建て ５９７．７５㎡

（敷地面積１，６０５㎡）

４） 施設内容 ロビー、集会室、リハビリルーム、機械室、浴室、事務室等

５） 駐 車 場 収容台数 一般来客用２台程度

６） 自転車置場 屋根あり １２台

（３）八街市南部老人憩いの家
１） 名 称 八街市南部老人憩いの家（以下「南部老人憩いの家」という。）

２） 所 在 地 八街市沖１１２４番地２

３） 施設規模 鉄骨造 地上１階建て ２９０．２５㎡

（敷地面積５６５０．７１㎡）

４） 施設内容 集会室、会議室、倉庫、事務室、南部地域包括支援センター等

５） 駐 車 場 収容台数 一般来客用１０台程度

２．開館時間

午前９時から午後５時まで

※ 指定管理者が必要と認めるときは、あらかじめ市長の承認を得て開館時間を変更

することができます。

３．休館日

（１）月曜日

（２）年始休館日 １ 月 １ 日から １ 月 ４ 日まで

（３）年末休館日 １２月２８日から１２月３１日まで

※ 指定管理者が必要と認めるときは、あらかじめ市長の承認を得て休館し、又は開

館することができます。
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４．申請者の資格

指定管理者に係る申請を行う者は、次の資格等を有することが必要です。

（１） 申請資格

法人その他の団体（株式会社、任意団体等組織形態は問いません。）

（２） 次に掲げる者は、申請することができません。

１） 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４に該当する法人

等

２） 指定管理規則第３条各号に掲げる欠格事項に該当する法人等

３） 手形交換所による取引停止処分を受けて２年間を経過しない者又は本業務の申

請書を提出した日前の６か月以内に手形、小切手を不渡りにした者

４） 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）の適用を申請した者で、同法に基づ

く裁判所からの更生手続開始決定がされていない者

５） 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）の適用を申請した者で、同法に基づ

く裁判所からの再生手続開始決定がされていない者

６） 八街市建設工事請負業者指名停止措置要領に基づく指名停止措置又はこれに準

ずる措置を受けている者

７） 八街市建設工事等暴力団対策措置要綱（平成１９年告示第１００号）に基づく

指名除外の措置を受けている者

８） 八街市暴力団排除条例（平成２４年条例第１７号）に基づく暴力団員等又は暴

力団若しくは暴力団密接関係者と認められる者

９） 法人税、地方税、消費税及び地方消費税に滞納がある者

10） 八街市に納税義務がある者にあっては、市税の滞納がある者

５．事業スケジュール

募集要項等の配布期間 令和５年 ４月１７日（月）～

現地説明会
令和５年 ５月２２日（月）

※説明会申込期限：５月１６日（火）

質問書受付 令和５年 ５月２３日（火）～令和５年５月３０日（火）

質問書回答 令和５年 ６月 ７日（水）

申請書受付期間 令和５年 ５月２３日（火）～令和５年 ６月１６日（金）

書類による資格審査 令和５年 ６月２３日（金） （予定）

指定管理者選定委員会
（ヒアリング等審査）

令和５年 ７月下旬（予定）

候補者の決定、通知 令和５年 ８月（予定）

仮協定の締結 令和５年 ８月（予定）

指定議案の上程 令和５年 ９月定例会

協定等の協議、締結 令和５年 ９月定例会における指定議案の議決後
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６．募集要項等の配布、説明会等

（１） 募集要項の配布

配布期間 令和５年４月１７日～

募集要項、仕様書、各様式については八街市のホームページ上で配布します。

（２） 現地説明会 ※申請される場合は、必ず現地説明会に出席してください。

１） 開催日時 令和５年５月２２日 午後２時から

２） 開催場所 八街市第１庁舎３階 第１会議室

※会議室内で説明後、現地をご案内します。

（３） 現地説明会の趣旨

１） 八街市児童館・八街市老人福祉センター・八街市南部老人憩いの家指定管理者

募集要項及び仕様書の説明

２） 現地の見学 児童館、老人福祉センター、南部老人憩いの家

（４） 参加人数

１法人（１団体）３人までとします。

（５） 現地説明会申込方法

１） 申 込 期 限：令和５年５月１６日まで

２） 提 出 書 類：指定管理者現地説明会参加申込書（様式①）

３） 提 出 方 法：電子メール

４） 提 出 先：八街市 健康子ども部 子育て支援課 児童家庭係

電子メールアドレス：kosodate@city.yachimata.lg.jp

電話番号：０４３－４４３－１６９３

Ｆ Ａ Ｘ：０４３－４４３－１７４２（「子育て支援課あて」明記）

（６） 質問の受付及び回答

質問は、ＦＡＸ又は電子メールによって行うものとし、電話・口頭によるご質問

にはお答えできません。

回答は質問者に対して書面及び電子メールで行います。また、八街市のホームペ

ージ上に質問内容及び回答内容を掲載します。

１） 受 付 期 間：５月２３日～５月３０日

２） 質問回答日：６月７日

３） 提 出 書 類：質問書（様式②）

４） 質問提出先：八街市 健康子ども部 子育て支援課 児童家庭係

５） 提 出 方 法：ＦＡＸ又は電子メール（（５）の４）の提出先と同じ）

※電話・口頭による質問は不可とします。

６） 回 答 方 法：質問者に書面及び電子メールで通知。また、八街市ホームページ

上にも掲載

７．申請の手続き

（１） 申請書受付期間 令和５年５月２３日～令和５年６月１６日

（２） 提出書類共通事項

１） 提出書類に使用する用紙は、原則としてＡ４サイズとします。

２） 下記（３）の提出書類の順にファイル等に綴り、正本１部、副本１５部を提出

してください。なお、各書類は糊付けしないようにしてください。

３） 提出書類には、通しページ番号（中央下）を記入してください。

４） 使用する言語は日本語とし、通貨単位は円とします。

５） 申請書等は、八街市のホームページから出力してください。

（３） 提出書類

１） 八街市公の施設指定管理者指定申請書（様式③）

２） 事業計画書（様式④、様式④－１から様式④－１９まで）

３） 収支予算書（様式⑤－１から様式⑤－３まで）

４） 申請する団体の定款の写し、役員・評議員名簿一覧、登記事項証明書、印鑑証
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明、直近の法人市民税並びに消費税等の納税証明書

５） 経営状況を説明する書類

団体の概要書（様式⑥）、事業報告書、損益計算書又は収支計算書、貸借対照

表、財産目録等

６） その他

暴力団員などに該当しないことの誓約書及び同意書（様式⑦）

（４） 申請に関する留意事項

１） 提出された申請書類等は、返却しません。また、提出された申請書類等は、提

出期限後は変更できません。

２） 八街市が必要と認める場合は、適宜、追加書類の提出を求め、又はヒアリング

を実施する場合があります。

３） 申請に際して不正行為を行った場合、又は申請書類等に虚偽の記載があった場

合は、失格とします。

４） 申請に要する経費等は、全額申請者の負担とします。

５） 申請書類等の著作権は作成団体に帰属します。ただし、八街市は必要に応じ、

申請書類等の内容を無償で使用できるものとします。

６） 申請書類等について、八街市公文書公開条例に基づき公開請求がされた場合

は、同条例に定める非公開情報を除き、公開対象の文書として公開されます。

７） 申請団体名は、公表されます。

８．審査及び選定

選考にあたっては、八街市指定管理者選定委員会（以下「委員会」といいます。）にお

いて次の選定基準に照らし総合的に審査し、その結果に基づき市長が最も適当と認める者

を指定管理者候補者として選定します。

（１） 選定基準

１） 事業計画（施設管理）において、利用者の平等な利用が確保できるものである

こと。

２） 施設の効用を最大限に発揮し、利用者のサービスの向上が図られるものである

こと。

３） 施設の適切な運営が図られるものであること。

４） 施設の管理経費の節減が図られるものであること。

５） 施設の管理を安定して行う人的、物的能力を有しており、又は確保できる見込

みであること。

（２） 審査等

１） 書類審査

申請書等について、審査基準に基づく書類審査を実施します。

２） ヒアリング

選定委員会による申請内容のヒアリングを実施します。

なお、ヒアリングの詳細は、実施する団体に別途通知します。

ア 開催日 令和５年７月下旬（予定）

イ 開催場所 後日連絡します。

（３） 候補者の選定

審査の結果は選定結果通知書にて通知します。

また、審査結果は八街市のホームページで公表します。

９．関係法令等の遵守

指定管理者は、関係法令、指定管理条例、八街市児童館の設置及び管理に関する条例及

び同条例に基づく規則、八街市老人福祉センターの設置及び管理に関する条例及び同条例
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に基づく規則、八街市老人憩いの家の設置及び管理に関する条例及び同条例に基づく規則

を遵守し、適正な管理を行うものとします。

10．業務の範囲及びその内容

（１）児童館

１） 児童に対する居場所の提供に関すること。

２） 児童に対する遊びの指導に関すること。

３） 子育て支援に関すること。

４） その他設置の目的を達成するために必要な業務に関すること。

（２）老人福祉センター及び南部老人憩いの家

１） 老人の生活に関する相談及び指導に関すること。

２） 老人の健康管理に関する相談及び指導に関すること。

３） 老人の後退機能の回復訓練に関すること。

４） 老人の教養の向上、レクリエーション等の実施に関すること。

５） 老人福祉センターにあっては、老人クラブの運営の援助に関すること。

６） 老人福祉センターにあっては、南部老人憩いの家に出向いて１）から４）ま

での業務を実施すること。

７） その他設置の目的を達成するために必要な事業に関すること。

上記のほか、詳細は仕様書を参照してください。

※ 指定管理者は、業務の全部を第三者に委託、又は請け負わせることはできませ

ん。なお、管理運営の主たる業務を除く業務を第三者に委託又は請け負わせる場合

は、あらかじめ八街市の承諾を得てください。

11．指定期間

令和６年４月１日から令和１１年３月３１日までとします。

なお、指定管理者による管理を継続することが適当でないと認めるときは、その指定を

取り消し、又は期間を定めて管理業務の全部又は一部の停止を命ずることがあります。こ

の場合において、八街市が損害を被ったときは、指定管理者にその損害の賠償を求めるこ

とがあります。

12．指定管理料

（１） 指定管理料の額は、指定管理者が申請の際に提示する金額を基準に、各会計年度

の予算の範囲内において、八街市と指定管理者の間で協議を行い、毎年度「年度協

定」において定めます。

なお、債務負担行為の上限金額は議会で決定されます。

公募段階における上限金額は、年間９３，２４０千円です。

（２） 指定管理料は、会計年度（４月１日から翌年３月３１日まで）ごとに月単位で支

払います。

13．指定管理者の指定及び協定の締結

（１） 指定管理者の指定

指定管理者の候補者は、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、市議会

の議決（令和５年９月定例会予定）を経て、指定管理者に指定されることになりま

す。（議会の議決が得られなかった場合であっても、指定管理者の候補者が負担し

た申請に要する経費等に対して、八街市は補填等を行いません。）

また、市議会の議決を受けるにあたり、管理上必要となる細部事項について、八

街市と指定管理者の候補者で協議し、仮協定を締結します。
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なお、指定管理者の候補者として選定されてから協定を締結するまでの間に、次

の事項のいずれかに該当した場合は、市は選定を取り消し、協定を締結しないこと

があります。

ア 市議会において、指定に係る議案が否決された場合

イ 指定候補者が破産し、若しくは解散したとき又は社会的に非難される事件を起

こしたとき

ウ 資金事情の悪化等により、業務の履行が確実でないと認められるとき

エ 指定候補者が提出した書類に虚偽の記載があることが判明したとき

オ 正当な理由なくして協定の締結に応じないとき

カ この要項に定める申請資格を失ったとき又は申請資格がないことが判明したと

き

キ 著しく社会的な信用を損なう等により、指定管理者としてふさわしくないと認

められるとき

ク その他指定候補者を指定することが不可能となったとき又は著しく不適当と認

められる事情が生じたとき

（２） 協定の締結

指定管理条例に基づき、次の事項について協定を締結するものとします。

１） 指定期間に関する事項

２） 事業計画書に記載された事項

３） 管理の基準に関する事項

４） 管理に要する経費に関する事項

５） 管理に当たって保有する個人情報の保護及び公文書の公開に関する事項

６） 地方自治法第２４４条の２第７項に規定する事業報告書に記載すべき事項

７） 指定の取消し及び業務の停止命令に関する事項

８） その他市長が必要と認める事項

（３） その他

協定締結後、指定管理者は令和６年４月１日から管理業務が行えるよう諸準備を

進めること。なお、準備に係る費用はすべて指定管理者として選定された団体の負

担とします。

14．消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）に関して

令和５年１０月から導入される消費税の適格請求書等保存方式（インボイス制度）にお

いて、指定管理者も適格請求書（インボイス）の発行事業者の登録が必要となります。ま

た、インボイスの発行に伴い、発行したインボイスの保存等の新たな事務も発生します。

インボイス制度の詳細は、国税庁ホームページを確認してください。

15．問い合わせ先

郵便番号 ２８９－１１９２

八街市八街ほ３５番地２９

八街市総合保健福祉センター１階

健康子ども部 子育て支援課 児童家庭係

ＴＥＬ ０４３－４４３－１６９３

ＦＡＸ ０４３－４４３－１７４２（「子育て支援課あて」明記）

Ｅ－ｍａｉｌ kosodate@city.yachimata.lg.jp


